
明るい未来へ　初めてのi-Construction

初めてのi-Construction

打合せを重ねて

「ＩＣＴ施工には興味がありました。」
と話すのは栃木県の松本建設(株)現場代
理人　金子真輔さん。今回の現場は、栃
木県東部に位置している芳賀町を流れる
五行川の災害対策工事。増水に伴う水害
を軽減する為の遊水地建設工事だ。金子
さんに導入の経緯を聞いた。「2016年
度から国土交通省が推進しているi-
Constructionは、周りでも取組むとこ
ろが出てきましたので、当社もＩＣＴ施
工をやりたいと考えていました。そんな
ときにスマートコンストラクションの話
を聞き、現場が少しでも効率よく進むと
良いと思い、導入しました。」と教えて
くれた。担当営業に話を聞くと、「この
現場は松本建設(株)様が初めてi-
Constructionで施工する現場でした
が、施工計画書など何度も打合せを重ね
たことで安心して導入して頂けたと思い
ます。」と話した。
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忙しくても

事務所から現場が見える

ＩＣＴ油圧ショベルPC200iのオペレー
タに感想を聞いた。「いつもより慎重に
施工しました。」と笑顔で教えてくれ
た。現場代理人の金子さんが、スマート
コンストラクションアプリで施工進捗を
確認しているからだそうだ。
金子さん
に話を聞くと、「いつもは書類作成や打
合せで忙しくてなかなか現場に行く時間
を確保出来なかったのですが、現場に行
かなくても現場の進捗が事務所のパソコ
ンから見れるスマートコンストラクショ
ンアプリはとてもいいね！」と話した。
また、「ＩＣＴ建機も設計データ通りに
施工を制御してくれるから、やり直しの
無駄が少なくなり、燃料の無駄も無くな
りました。i-Constructionが当たり前
になれば、建設業界の労働力不足が解消
するね。建設現場の未来は明るいと思う
よ。」とも笑顔で話した。
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